
令和６年度 清瀬市生活安全対策協議会 会議録（要旨） 

 

 

日 時  令和７年２月１２日（水）１４時００分から 

 

場 所  しあわせ未来センター １階 セミナールーム 

 

出席者   

委 員 

神﨑（会長）委員、村野委員、前田委員、尾﨑委員、新井委員、石崎

委員、柿添委員、髙見澤委員、長田様（平澤委員代理） 

 

事務局 防災防犯課長、防犯担当職員１名 

 

会議次第 

 １ 開  会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 委員紹介 

 

４ 議  事 

   （１）安全・安心まちづくりの取組状況について 

（２）犯罪被害発生状況について 

   （３）災害発生状況について 

    

 

 ５ 閉  会 

 

  



審議経過 

１ 開会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 委員自己紹介 

 

４ 議事 

 （１）安全・安心まちづくりの取組状況について 

  事務局より 

 ・令和６年度安全・安心まちづくりの取組状況及び令和７年度安全・安心まち

づくりの取組について、資料に沿って防犯パトロール、スクールパトロール

等の実施内容及び実施予定を説明。 

 

 （２）犯罪被害発生状況について 

  前田委員より説明 

 ・市内では自転車盗が最多 

  特に駅前が集中している。 

 ・令和６年における市内の特殊詐欺について※（）内は前年比 

  発生件数６２件（－２０） 

  アポ電が多い状況。固定電話のアポ電は減少しているが、携帯電話へのアポ

電が増加している。 

 ・その他の犯罪について 

  強盗事件 ４件（主にひったくり） 

・犯罪への対策 

  特殊詐欺については、防犯協会等含めて広報等行い対策をしてきた。詐欺の

電話の半数以上が外国からの電話であることから、国際電話を受けないよ

うに設定できる申込用紙を配布している。 

 

 （３）災害発生状況について 

長田様より説明 

・令和６年清瀬市内の火災発生件数 ※（）内は前年比 

２８件（＋９）【令和６年１月６日速報値】 

令和になって初めて２０件を超えた。 

内訳は建物火災１６件(全焼１件、半焼１件、ぼや１４件)、車両火災１件 

その他火災１１件 



市内の特異火災として、落雷火災が２件 

火災による死者は０名、負傷者は２名 

・令和６年東京消防庁管内の火災発生件数 ※（）内は前年比 

 ４,５１８件（＋１８８） 

 ・令和６年清瀬市内の救急出場件数 

  ５,１４３件（＋２３１） 

  １日平均１４.１件 

 ・令和６年東京消防庁管内の救急出場件数 

  ９３５,１６２件（＋１６,８５１） 

  １日平均２,５６２件、３４秒に１回救急車が呼ばれている。 

  

 ○質疑 

  委員より 

  Q 自転車盗について、高級車が多く盗まれているといったことはあるので

しょうか。 

  A 高級車が特別多いということはないです。 

  Q 国際電話のアポ電の内容はどういったものがありますか。 

  A 架空請求や息子語り等手口は変わらない。 

  Q 営業の電話か詐欺の電話かを判別するのが難しいがどうしたらよいか。 

  A 警察の方でも営業電話か詐欺電話かの判断が付きにくい場合がある。可 

能であれば、ナンバーディスプレイを利用して頂きたい。非通知であれば 

犯罪に使われている可能性は高い。 

  Q 青色回転灯装備車(青パト)によるパトロールの時期は周知しているのか。 

  A とくには周知していない。 

  Q 市や警察で特殊詐欺の講演をやっているのか。 

  A 市では、出前講座として講演を行える。また、来年度特殊詐欺の特化した 

講演を予定している。 

  Q 救急通報が増えている理由は、高齢化とは関係ありますか。 

    A 通報の 7 割、8 割は軽傷が原因。救急車を呼ぶべきか迷ったときは＃7119 

に連絡して頂きたい。 

  Q 放火が火災原因の一番になっているが、どういったものなのか。 

  A ぼやや火遊びが大部分である。 

  Q 酔っぱらって倒れた人は警察か消防のどちらに通報した方が良いのか。 

    A 人倒れで 110 番通報してください。 

   

   



４ 閉会 

  会長より 

  質問・意見等がなければ、本日の会議は閉会させていただきます。 

  皆様、ありがとうございました。 


